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努
イ
四
川

ら
で
あ
る
。
す
た
わ
ち
、
わ
た
し
た
ち
外
園
人
に
く
ら
べ
て
、
す
く

な
く
と
も
自
園
の
詩
を
よ
む
編
者
た
ち
の
方
が
、
李
詩
に
つ
い
て
の

読
み
が
よ
り
ふ
か
い
と
感
じ
ら
れ
る
貼
で
二
警
は
軽
視
で
き
た
い
ζ

と
。
さ
ら
に
、
李
詩
そ
の
も
の
を
材
料
と
し
て
追
求
し
て
い
る
黙
で
、

「
李
白
詩

李
詩
に
よ
せ
る
愛
情
の
ふ
か
さ
の
よ
う
な
も
の
の
貼
で
、

文
繋
年
」
よ
り
も
「
李
太
古
年
譜
」
の
方
に
よ
り
特
色
が
あ
る
と
い

う
こ
と
に
よ
る
。
数
字
の
妙
た
援
用
々
、
非
利
率
的
な
一
凹
が
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
責
氏
の
著
は
お
も
し
ろ
い
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
や
は
り
二
蓄
の
仕
事
は
創
造
的
で
あ
り
、
有
が

た
い
前
例
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
足
が
か
り
と
し
て
、
さ
ら
に
科
率
的

な
操
作
と
、
作
品
自
髄
へ
の
誼
み
を
ふ
か
め
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り

完
全
な
李
白
年
譜
と
詩
文
編
年
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
け
る
で
あ
ろ
う

し
、
ま
た
そ
の
意
味
で
こ
そ
、
二
書
の
出
版
は
債
値
を
も
っ
と
い
え

る
で
あ
ろ
う
。

(
京
都
大
鬼
平

島
田
久
慈
〈
子
)

施
↓
寸
倫

「
柳
宗
元
年
譜
」

武
漢
湖
北
人
民
出
版
社

一
九
五
八
年
七
月

一
二
四
頁

柳
宗
元
の
俸
記
は
唐
の
文
撃
者
と
し
て
は
よ
く
わ
か
る
方
で
あ
る
。

そ
れ
は
詩
文
集
四
十
五
巻
・
外
集
二
巻
・
補
遺
一
告
と
い
う
大
量
の

著
作
が
惇
わ
っ
て
い
る
事
由
¥
複
雑
と
な
る
べ
き
後
牟
生
が
、
湖
南

の
永
州
に
十
年
、
康
西
の
柳
州
に
五
年
と
い
う
襲
化
の
少
な
い
流
諦
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生
活
だ
っ
た
事
に
も
よ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
か
ど
う
か
、
年
譜
は

こ
れ
ま
で
比
較
的
簡
単
な
も
の
し
か
作
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の
古
い

も
の
と
し
て
宋
の
文
安
障
の
「
柳
文
年
譜
」
(
紹
興
五
年
〈
一
二
二
五
〉

序
)
は
、
詩
文
の
系
年
は
か
な
り
精
し
い
が
、

そ
の
行
事
は
要
酷
し

か
記
さ
れ
て
い
な
い
。
ゐ
な
じ
く
宋
の
張
敦
隈
の
「
柳
先
生
歴
官
紀
」

(
乾
道
五
年
〈
一
二
ハ
九
〉
序
)
は
そ
の
依
を
補
う
ほ
ど
の
も
の
で
も
な

ぃ
。
我
闘
で
は
、
斎
藤
拙
堂
「
柳
柳
州
年
譜
」
(
「
績
文
話
」
谷
四
・
天

保
七
年
〈
一
八
三
六
〉
〉
、
富
山
房
編
輯
局
編
「
麿
宋
八
大
家
系
園
誼
年

譜
」
(
漢
文
大
系
「
唐
宋
八
家
文
上
」
附
・
明
治
四
十
三
年
〈
一
九
一

O
〉)、



清
水
茂
「
韓
愈
柳
宗
元
年
譜
」
(
「
唐
宋
入
家
文
」
附
・
昭
和
三
十
一
年
〈
一

九
五
六
〉
)
が
あ
る
。
拙
堂
は
文
安
雄
の
年
譜
を
見
て
い
た
い
が
、

は
り
簡
略
で
睦
裁
も
よ
く
似
て
い
る
。
漢
文
大
系
は
殆
ん
ど
文
安
櫨

に
依
っ
て
い
る
。
清
水
氏
の
は
、
韓
愈
及
び
そ
の
他
の
文
皐
者
の
行

事
も
一
緒
に
し
て
表
に
な
っ
て
い
る
貼
は
便
利
で
あ
る
が
、
そ
れ
故

に
一
一
居
簡
略
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
た
び
の
施
子
除
氏
の

「
柳
宗
元
年
譜
」

こ
れ
ま
で
の

は

「
輪
廓
具
る
と
離
も
、
簡
略
殊
に
甚
し
」
か
っ
た
年
譜
の
不
備
を
補

わ
ん
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
序
に
よ
れ
ば
、
稿
は
既
に
十
徐
年
前

に
成
り
、
一
昨
年
「
武
漢
大
挙
人
文
科
皐
皐
報
」
(
一
九
五
七
年
第
一
期
〉

に
紙
数
の
閥
係
か
ら
一
部
省
略
し
て
護
表
さ
れ
て
い
る
。

柳
宗
元
の
停
記
で
比
較
的
よ
く
分
っ
て
い
る
後
学
生
に
較
べ
て
、

問
題
に
な
る
の
は
前
宇
生
、
殊
に
幼
年
期
で
あ
る
。
そ
の
大
牢
を
長

安
で
過
し
た
事
は
ほ
ぼ
確
か
で
あ
る
が
、
生
地
に
つ
い
て
は
疑
問
が

残
り
、
又
十
二
、
三
歳
頃
南
方
に
い
た
形
迩
も
あ
る
。
河
東
と
い
う

の
は
勿
論
先
祖
の
出
を
い
っ
た
も
の
で
あ
り
、
生
地
は
長
安
で
あ
っ

た
と
す
る
の
は
斎
藤
拙
堂
の
設
で
あ
り
、
施
氏
の
考
え
も
大
韓
同
じ

で
あ
る
。
し
か
し
生
地
は
呉
、
す
な
わ
ち
今
の
江
蘇
の
地
帯
で
あ
る

書

言干

と
す
る
清
の
全
租
望
の
意
見
も
全
く
無
覗
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
で

や

あ
ろ
う
(
鮎
埼
亭
集
外
編
巻
四
十
・
河
東
柳
氏
遜
呉
孜
)
。
祖
父
柳
察
知
は

湖
州
徳
清
令
で
あ
り
、
父
柳
鎮
は
安
職
山
の
乱
後
一
族
を
翠
げ
て
呉

へ
う
つ
っ
て
い
る
こ
と
は
「
先
侍
御
史
府
君
神
道
表
」
(
巻
十
二
)
に

見
え
る
。
全
租
望
は
、
集
中
に
呉
の
地
方
に
闘
す
る
言
及
が
な
い
こ

と
か
ら
臭
で
の
生
活
が
甚
だ
短
か
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑

い
を
残
し
つ
つ
も
、
楊
氏
と
の
結
婚
も
呉
で
あ
っ
た
と
す
る
。
乙
こ

で
は
全
租
望
の
論
擦
も
引
い
て
沿
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

十
二
、
三
歳
頃
江
南
地
方
に
い
た
ら
し
い
事
は
、
僅
か
に
語
ら
れ
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る
蛍
時
の
思
い
出
を
、
注
意
深
く
集
中
か
ら
拾
い
出
す
こ
と
に
よ
っ

て
ほ
ぼ
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
氏
は
引
か
れ
な
か
っ
た
が
、
全
租
望
が

言
及
し
て
い
る
「
罵
貫
江
介
を
去
り
、
世
仕
函
帽
を
街
ぷ
」
(
径
四
十

三
・
遊
朝
陽
巌
逐
堂
西
亭
二
十
韻
)
の
句
も
詮
擦
の
一
つ
に
な
る
で
あ
ろ

ぅ
。
所
で
か
く
江
南
に
い
た
原
因
に
つ
い
て
は
、
氏
は
輿
元
元
年
、

父
が
都
岳
汚
都
圏
練
使
判
官
と
し
て
赴
任
し
た
の
に
同
行
し
た
も
の

と
推
定
し
て
沿
ら
れ
る
が
、
こ
の
頃
は
、
節
度
使
の
反
範
相
次
ぎ
、

徳
宗
は
前
年
よ
り
長
安
を
脱
出
し
て
奉
天
よ
り
梁
州
へ
逃
れ
る
と
い

う
不
穏
な
情
勢
に
あ
り
、
柳
宗
元
の
南
方
放
行
も
、
こ
の
難
を
避
け
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て
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
ち
な
み
に
、
韓
愈
も
建
中
か
ら

貞
元
に
か
け
て
、
中
原
の
難
を
の
が
れ
て
江
南
に
食
を
求
め
て
い
る

(
韓
集
巻
一
復
志
賦
、
巻
二
十
二
欧
陽
生
哀
由
冊
、
巻
二
十
三
祭
鄭
夫
人
文
)
。

し
か
し
か
か
る
こ
と
よ
り
も
、
本
年
譜
の
功
績
は
、
そ
の
殆
ん
ど

全
作
品
の
制
作
年
代
を
手
際
よ
く
推
定
し
、
年
ご
と
に
排
列
さ
れ
た

黙
に
あ
る
。
こ
れ
は
年
譜
と
し
て
は
嘗
り
前
の
事
か
も
し
れ
ぬ
が
、

従
来
古
文
家
と
し
て
の
成
長
襲
化
の
迩
を
た
ど
る
こ
と
が
等
闘
に
附

さ
れ
て
い
た
事
賓
を
考
え
る
な
ら
ば
、
本
書
は
将
来
の
研
究
に
良
さ

手
懸
り
を
興
え
た
も
の
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
作
品
に
制
作
年
が
は
っ
き
り
示
さ
れ
て
い
る
も
の
は
別

と
し
て
、
氏
の
作
品
推
定
の
方
法
、
態
度
を
検
討
し
て
見
た
い
。
ユ
」

れ
は
率
直
に
い
っ
て
か
な
り
大
臆
で
あ
る
。
例
え
ば
、

「
非
園
語
」

「
守
道
論
」
「
六
逆
論
」
「
詩

文
公
開
守
原
議
」
の
諸
篇
も
「
非
園
語
」
と
作
意
が
同
じ
で
あ
る
と

六
十
七
篇
を
元
和
四
年
の
作
と
し
、

し
て
、
(
?
)
を
つ
け
て
同
じ
年
に
お
き
、
又
永
州
で
愚
渓
を
得
た
の
が

元
和
五
年
で
あ
る
か
ら
、
愚
撲
に
闘
す
る
詩
文
も
同
年
に
お
く
と
い

う
方
法
が
、
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
る
。
年
譜
を
作
る
場
合
、
あ
る
程
度

こ
う
し
た
方
法
も
取
ら
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
そ
れ
が
多
少

の
不
正
確
さ
を
伴
っ
て
も
、
意
味
を
も
っ
場
合
が
あ
る
こ
と
を
思
え

!i' 

一
概
に
そ
の
安
易
さ
を
責
め
る
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
。
た
だ
こ

の
様
、
な
不
確
か
左
推
定
に
は
、
符
競
で
も
つ
け
て
は
っ
き
り
匡
別
し

て
沿
い
て
ほ
し
か
っ
た
。
(
?
)
の
あ
る
も
の
は
わ
ず
か
に
す
ぎ
な
い
。

右
の
様
、
な
方
法
に
よ
っ
て
も
決
め
ら
れ
な
い
も
の
は
ど
う
虚
理
さ

れ
て
い
る
か
。

柳
宗
元
の
一
生
を
、
長
安
時
代
(
貞
元
二
十

氏
は
、

-
年
ま
で
〉
、
、
氷
州
時
代
(
元
和
九
年
ま
で
)
、

柳
州
時
代
(
元
和
十
四
年

死
ま
で
〉
の
三
期
に
分
け
、

作
品
に
あ
ら
わ
れ
る
人
名
・
地
名
・
時

事
な
ど
か
ら
い
ず
れ
か
の
時
期
と
推
定
出
来
る
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
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の
最
後
の
年
に
ま
と
め
て
牧
め
た
。
か
く
て
、
ど
の
時
期
の
も
の
と

も
分
ら
ぬ
も
の
は
、
全
作
品
六

O
二
首
の
う
ち
僅
か
二
ハ
首
と
な
っ

た
(
「
非
園
垣
間
」
は
全
部
を
一
と
か
ぞ
え
、
ま
た
氏
が
他
人
の
作
と
し
た
も
の

は
除
く
)
。
私
は
、
こ
れ
ら
を
一
つ
一
つ
検
討
し
て
み
て
、
氏
の
推
定

方
法
に
、
そ
れ
が
も
た
ら
す
成
果
を
改
想
し
つ
ヲ
、
肯
定
的
で
あ
ろ

う
と
し
た
が
、
そ
の
大
騰
さ
に
し
ば
し
ば
不
安
の
感
を
抱
か
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
。

「
種
樹
郭
棄
馳
停
」

「
梓
人
俸
」
を
長
安
時
代
の
作

ム」、し、

「
宋
清
惇
」

「
河
間
博
」
を
、
氷
州
時
代
の
作
と
さ
れ
る
の
な

ど
、
そ
の
理
由
は
会
一
く
示
さ
れ
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
い
ま
少
し
慎



重
に
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

以
下
本
書
全
鰹
を
通
じ
て
気
づ
い
た
貼
を
少
し
列
翠
す
る
。

一
、
年
数
の
計
算
方
法
に
つ
い
て
。
伯
姉
の
死
を
貞
元
十
八
年
と

さ
れ
る
の
は
、
元
和
七
年
に
卒
し
た
夫
崖
簡
の
樺
磨
誌
「
夫
人
河
東

柳
氏
、
・
:
先
崖
君
十
年
卒
」
(
巻
九
)
に
よ
っ
て
逆
算
し
た
結
果
で
あ

る
が
、

ζ

の
計
算
は
正
し
い
で
あ
ろ
う
か
(
十
年
と
い
う
の
が
概
数
で

あ
る
か
ど
う
か
は
し
ば
ら
く
措
く
〉
。
元
和
十
年
、
許
さ
れ
て
永
州
よ
り

長
安
へ
踊
る
時
の
詩
「
十
一
年
前
南
渡
客
、
四
千
里
外
北
婦
人
」

(
巻
四
十
二
詔
迫
赴
都
二
月
至
誠
亭
上
〉
は
、
永
貞
元
年
永
州
へ
流
さ
れ

た
嘗
時
を
回
顧
し
て
の
句
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
氏
の
敷
え
方
で
は
十

一
年
に
は
・
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
首
時
は
足
掛
け
に
よ
る
計
算
が
普
通

だ
っ
た
の
で
は
た
い
か
。
従
っ
て
姉
の
死
も
貞
元
十
九
年
と
す
べ
き

で
あ
ろ
う
。
又
「
別
合
弟
宗
一
」
詩
を
「
一
身
去
園
六
千
里
、
高
死

投
荒
十
二
年
」
に
よ
っ
て
元
和
十
一
年
の
作
と
さ
れ
た
の
は
足
掛
け

に
よ
る
計
算
で
あ
る
の
に
、
山
佳
敏
が
永
州
刺
史
に
赴
任
し
た
年
を
、

元
和
五
年
に
卒
し
た
同
人
の
祭
文
「
出
令
三
載
、
人
無
怨
龍
」
に
よ

っ
て
、
元
和
二
年
と
さ
れ
る
の
は
何
故
だ
ろ
う
か
。
従
っ
て
文
、
陽

城
が
道
州
刺
史
と
な
っ
た
年
の
考
讃
で
、
柳
宗
元
の
文
章
に
見
え
る

書

評

「
・
:
子
蛮
骨
配
市
己
」
と
「
:
・
又
酌
年
九
月
己
巳
・
:
」
の
二
つ
の

「
四
」
字
を
「
一
一
一
」
字
の
誤
り
と
さ
れ
る
の
も
、
早
計
に
過
ぎ
は
し

な
い
か
(
一
二
頁
)
。

二
、
楊
氏
を
要
っ
た
の
を
、
「
亡
妻
弘
農
楊
氏
誌
」
(
舎
士
二
〉

の

「
未
三
歳
・
:
」
に
よ
っ
て
、
貞
元
十
二
年
と
さ
れ
て
い
る
が
、

で
は
、
少
し
後
に
積
く
「
故
自
辛
未
逮
子
盈
歳
、
間
引
用
服
費
斬
、
縫
纏

京
酷
、
其
間
冠
衣
純
采
、
期
月
者
三
而
己
失
」
を
ど
う
解
穣
さ
れ
る れ

の
か
。
妻
の
死
は
貞
元
十
五
年
で
あ
る
。
臭
で
要
っ
た
か
ど
う
か
は

別
と
し
て
、
こ
こ
は
斉
藤
拙
堂
に
従
っ
て
辛
未
の
歳
、
貞
元
七
年
と
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す
る
方
が
よ
り
安
嘗
で
あ
ろ
う
。

「
貞
符
」
(
倉
一
)
を
、
そ
の
序
に
「
臣
矯
尚
書
郎
時
、
曾
著

貞
符
」
と
あ
る
の
に
よ
っ
て
貞
元
二
十
一
年
の
作
と
さ
れ
た
が
、
少
'

し
先
を
謹
め
ば
「
曾
庇
逐
中
報
、
不
克
備
究
、
武
陵
即
叩
頭
謹
臣
、

:
・
」
と
あ
り
、
尚
書
郎
の
時
に
は
完
成
し
て
い
な
い
。
呉
武
陵
が
、
氷

州
に
流
さ
れ
た
の
は
元
和
三
年
だ
か
ら
、
そ
れ
以
後
の
作
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
文
安
躍
は
元
和
三
年
と
し
て
い
る
。

四

「
隼
勝
瞳
賛
」
(
巻
十
九
)
を
、
序
に
「
睦
州
於
是
誠
鷲
不
疑
」

と
あ
る
か
ら
姑
く
元
和
三
年
に
定
め
る
と
さ
れ
る
が
、
す
ぐ
あ
と
に



中
園
文
皐
報

第
十
冊

「
馬
需
人
之
墓
:
:
:
」
と
あ
り
、
こ
れ
は
馬
氏
の
死
ん
だ
五
年
か
、

そ
れ
以
後
の
作
で
あ
る
。

五、

「
起
駿
答
」

(
巻
十
五
)
は
、
氷
州
時
代
の
作
で
、
そ
の
制
作
年

「
曾
今
刺
史
、
以
御
史
中
丞
来

は
不
明
に
な
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、

在
五
口
邦
、
:
:
:
今
先
生
来
吾
州
亦
十
年
:
・
」
と
あ
る
に
よ
れ
ば
、
元

和
九
年
の
は
ず
で
あ
る
。

六
、
劉
百
円
錫
が
監
察
御
史
に
な
っ
た
年
が
貞
元
十
九
年
で
あ
る
事

に
(
?
)
を
つ
け
て
ゐ
ら
れ
る
が
、
と
れ
は
「
逼
鑑
」
に
見
え
て
い

る
し
、
氏
が
後
に
引
か
れ
る
「
子
劉
子
自
惇
」
に
は

「
明
年
b
b
r

擢
篇

監
察
御
史
」
た
る
記
事
が
あ
り
、
恐
ら
く
柳
宗
元
が
十
月
監
察
御
史

に
な
っ
た
の
と
時
を
同
じ
く
す
る
だ
ろ
う
。

七
、
貌
仲
翠
の
「
五
百
家
註
柳
先
生
集
」
は
今
二
十
一
巻
し
か
停

わ
ら
ぬ
と
あ
る
が
、
そ
の
完
全
な
も
の
は
我
固
に
数
部
停
わ
っ
て
い

る
。
即
ち
、
元
末
明
初
の
乱
を
避
け
て
来
日
し
た
一
幅
建
の
食
良
甫
が

北
朝
の
嘉
慶
元
年
三
三
八
七
)
嵯
峨
で
刊
行
し
た
「
新
刊
五
百
家
注

音
静
唐
柳
先
生
文
集
」
四
十
五
巻
が
モ
れ
で
あ
る
。
こ
の
室
聞
に
つ
い

て
は
、
既
に
淀
江
全
善
、
森
立
之
の
「
経
籍
訪
古
志
」
や
、
島
田
翰

の
「
古
文
奮
書
考
」
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

ζ

の
他
、
回
単
純
な
間
違
い
や
、
詩
文
の
題
の
不
正
確
さ
、
誤
植
等

い
く
つ
か
あ
る
が
、
繁
を
嫌
っ
て
翠
げ
な
い
。

以
上
指
摘
し
て
来
た
如
く
、
乙
の
書
は
か
な
り
の
大
臆
さ
と
不
正

確
さ
を
含
ん
で
は
い
る
け
れ
ど
も
、
今
後
柳
宗
元
の
研
究
に
は
少
な

か
ら
ぬ
便
宜
を
提
供
す
る
で
あ
ろ
う
。
最
後
に
欲
の
一
つ
を
い
え
ば
、

韓
愈
と
の
関
係
を
も
う
少
し
明
ら
か
に
し
て
ほ
し
か
っ
た
。
全
租
望

の
「
韓
柳
交
情
論
」
(
飴
埼
亭
集
外
編
舎
三
十
七
)
は
興
味
あ
る
一
つ
の

手
懸
り
を
示
し
て
い
る
。

(
京
都
大
皐

文
生
)

寛

-160ー

銭
鍾
書

「
宋
詩
謹
註
」

北
京

人
民
文
皐
出
版
社

一
九
五
八
年
九
月

ニ
六
八
頁

こ
れ
は
北
京
の
中
園
科
皐
院
が
編
集
す
る
中
園
古
典
文
皐
誼
本
叢

書
の
一
m
別
で
あ
る
。

著
者
銭
鐙
書
(
字
は
歎
存
〉
氏
の
挙
者
と
し
て

の
業
績
に
つ
い
て
、
日
本
で
は
比
較
的
知
ら
れ
て
い
友
い
よ
う
で
あ

り
、
わ
れ
わ
れ
も
多
く
の
資
料
を
有
し
な
い
が
、
こ
の
機
舎
に
知
見

の
及
ぶ
二
一
を
し
る
そ
う
。

戦
前
の
論
文
で
は
、

ωロ
叶
ロ
ロ
肉
，
同
)
0
.印
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